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1. はじめに  
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図 1 電圧ベクトルと電流ベクトルの関係  
Fig.1. Relationship between voltage vector and 

current vector. 

 現在，マトリックスコンバータの制御方法が多

数提案されている (1)(2)が，これらの多くは入力電

圧を基準に出力電圧を最適とするスイッチングパ

ターンを生成しており (1)，入力電流波形は最適で

はない。系統連系などの用途では，出力電圧波形

よりも入力電流波形の方が重要な場合もある。  
 本論文では，入力電流に主眼を置き空間ベクト

ルによりスイッチングパターンを決定する，入力

電流波形の改善法を提案する。ここでは，提案方

法をシミュレーションで検証し，その有用性を確

認したので報告する。  

2. 空間電流ベクトル図  
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図 2 入力電流の高調波解析  
Fig.2. FFT of input current. 

(V out =100[V], f=100[Hz], f carr ie r =10[kHz]) 

 図 1 にマトリックスコンバータの空間電圧ベク

トル図と空間電流ベクトル図の関係 (2)を示す。●

は選択されうるベクトルを表し，●は選択された

ベクトルを指す。高調波リプルを低減するには，

ベクトルは指令値を囲むように，かつ，指令値に

なるべく近いベクトルを選択するのが望ましい。  
 入力電流と出力電圧の波形制御はトレードオフ

の関係にある。つまり出力電圧に主眼を置いてベ

クトルを選択すると，電流ベクトルでは指令値か

ら離れたベクトルが選択され，入力電流波形のリ

プルが増加する。また，入力電流に主眼を置いて

ベクトルを選択すると，出力電圧のリプルが増大

する。本論文では入力電流に主眼を置いて，ベク

トルを選択する。  
 選択ベクトルの各デューティ比k 1～ k 4は，(1)式
にて計算できる。v outα，v outβ，i inα，i inβは出力電圧，

入力電流指令を表し，v 1α～ v 4β，i 1α～ i 4βは選択され

た電圧，電流ベクトルを表す。  
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3. シミュレーション結果  

 図2に従来法と提案法の制御方式を適用した入

力電流波形の高調波解析結果を示す。上側は従来

法，下側は提案法の高調波成分である。従来法と

比較し，提案法ではスイッチング周波数成分の高

調波が1/2以下となり，高調波成分を大幅に低減し

ている。   

4. まとめ  

 本論文では，マトリックスコンバータの入力電

流に主眼を置いた空間ベクトル制御方式を提案し

た。従来法と比較し，提案法の有用性を確認した。  
 今後は実機での検証を行っていく予定である。  
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